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中之条に住む人と町政をつなぐ情報誌「広報なかのじょう」

7月

特集
中之条町イメージキャラクターを募集します
平成25年度の国民健康保険税が決定しました

p 2
p11

p12

災害廃棄物の広域処理は受入完了となりました

6月2日　赤坂ポピー祭り（詳細は8ページ）



災害廃棄物受け入れから丸1年がたって今

　
昨
年
の
4
月
17
日
に
受
け
入
れ
を
発
表
し
、
6
月
か
ら
受
け

入
れ
が
始
ま
っ
た
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
。
そ
れ
か
ら
ち
ょ

う
ど
1
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
1
年
間
と
い
う
当
初
の
予
定
通
り
、
6
月
7
日
搬
入
分
を
最

後
に
受
入
完
了
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
岩
手
県
宮
古
市
か

ら
受
け
入
れ
た
災
害
廃
棄
物
は
、
7
5
4
・
2
2
ト
ン
と
な
り

ま
し
た
。

　
受
け
入
れ
に
際
し
、
宮
古
市
長
か
ら
感
謝
の
手
紙
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
被
災
者
の
み
な
ら
ず
宮
古
市
民
な
ら

び
に
宮
古
広
域
の
住
民
が
感
謝
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の

恩
を
励
み
に
復
興
へ
ま
い
進
す
る
決
意
が
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
震
災
で
発
生
し
た
膨
大
な
が
れ
き
の
量
か
ら
す
れ
ば
、
わ
た

し
た
ち
が
受
け
入
れ
た
量
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
全
国
に
先
駆
け
て
受
け
入
れ
を
決
断
し
た
吾
妻
東

部
三
か
町
村
の
持
つ
意
義
は
、
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、
い
ち
早
く
受
け
入
れ
を
理
解
し
了
承
し
て

く
れ
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
決
断
と
温
か
い
気
持
ち
は
、
何
も

の
に
も
代
え
難
い
町
の
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
け
入
れ
を
決
断
し
て
く
れ
た

町
民
の
皆
さ
ん
に
、改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

岩手県宮古市の災害廃棄物集積・処理施設  平成24年4月受入前の状況
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災害廃棄物受け入れから丸1年がたって今

衛生センターで、輸送用コンテナを
傾け直接ピットに災害廃棄物を投下
している様子。

「東北を応援したい」
その思いで取り組んだ１年でした

災
害
廃
棄
物
処
理
の
流
れ

宮古市での災害廃棄物の選別作業。
焼却処分できるようにするための可
燃物の選別は、多くの作業員の手作
業で行われていました。

岩
手
県

宮
古
市

藤
原
地
区

吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

可
燃
ご
み
処
理
施
設

（
中
之
条
町
大
字
中
之
条
町
地
内
）

可
燃
系
混
合
物
を
、Ｊ
Ｒ
貨
物・

ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送

焼
却
灰
を
ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送

吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

（
中
之
条
町
大
字
横
尾
地
内
）

災
害
廃
棄
物
の
選
別
・
破
砕

焼
　
却

埋
め
立
て

　コンテナに描かれた「心をひとつに がんばろう! 東北」のフレーズを目
にしながら、「被災地の皆さんの力になりたい」と日々の受け入れを続け
てきた吾妻東部衛生センターの職員。
　受け入れを終えた今、事故なく無事に終えることができたことに安堵す
るとともに、被災地復興の一翼を担う仕事に携われたことに、誇りを感じ
ています。

コンテナの前に集合した衛生センターの全職員　６月７日午後４時半には、最後となるトラックが到着しその受け入れを終了しました



災害廃棄物受け入れから丸1年がたって今

放射線量等の測定結果のまとめ

災害廃棄物の広域処理に関する問い合わせ
吾妻東部衛生施設組合（吾妻東部衛生センター）

☎75・2099
※放射性物質の測定結果については、ホームページに掲載して
います。    http://www.agatsumatobueiseisenta.jp/

搬入時の災害廃棄物の空間線量率結果

放
射
線
量
等
の
測
定
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

最終処分場での焼却灰の埋め立ての様子

　国の除染基準は0.23マイクロシーベルト／時（以下μ
Sv/h）、独自の受入基準は0.09～0.12μSv/h以下でし
たが、受け入れた災害廃棄物の測定結果は0.02～0.04μ
Sv/hの範囲内でした。なお搬入前のセンター周辺の測定
値が0.03～0.04μSv/hの範囲内だったので、搬入した
災害廃棄物は衛生センター周辺の環境と変わらないもの
でした。よって通常の可燃物と同様の処理でも、十分に
安全性を保つことができました。
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放
射
性
物
質

の
測
定
は
、
宮

古
市
か
ら
の

「
搬
出
時
」
、

衛
生
セ
ン
タ
ー

で
の
「
受
入

時
」
、
最
終
処
分
場
で
の
「
埋

立
時
」
に
毎
回
行
わ
て
い
ま
し

た
。

　
測
定
の
結
果
は
、
衛
生
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
き
ま
し
た
が
、
受
け
入
れ
基

準
を
超
え
る
線
量
が
検
出
さ
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

受
け
入
れ
た
災
害
廃
棄
物
は
、

一
貫
し
て
通
常
の
可
燃
物
と
変

わ
ら
な
い
も
の
で
し
た
。
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

　
　
　
・
　
・
　
・
　
・

　
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
の
災
害
廃

棄
物
の
受
け
入
れ
は
こ
れ
で
終

了
し
ま
す
が
、
全
国
的
な
災
害

廃
棄
物
の
処
理
率
は
63
パ
ー
セ

ン
ト
（
4
月
末
現
在
、
環
境
省

発
表
）
と
ま
だ
ま
だ
復
興
は
途

上
で
す
。

　
中
之
条
町
で
は
、
宮
城
県
石

巻
市
へ
被
災
地
の
支
援
と
し
て
、

本
年
度
2
名
の
職
員
を
派
遣
し

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
吾
妻
東
部
三
か
町

村
そ
れ
ぞ
れ
が
、
何
ら
か
の
形

で
東
北
の
被
災
地
支
援
に
関
わ

っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
ど
う
か
皆
さ
ん
も
、
引
き
続

き
東
北
の
被
災
地
の
こ
と
を
考

え
、
支
援
を
続
け
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
い
ま

す
。

焼却灰の放射性物質濃度測定結果
　国の埋め立て基準値は放射性セシウムの濃度が8,000
ベクレル／キログラム（以下Bq/kg）以下ですが、主灰
（いわゆる焼却灰）については161～576Bq/kg（5月の
測定結果は231Bq/kg）、飛灰（濾過式の集塵装置から
集めた灰）については928～3,020Bq/kg（5月の測定結
果は1,023Bq/kg）でした。これは災害廃棄物を含まな
い通常時のゴミ焼却灰と比べても、その数値を超えるも
のではないため、通常時の灰と同様の埋め立て処理・管
理で安全性を十分確保することができるものでした。

岩手県宮古市

中之条町・東吾妻町・高山村

受け入れた災害廃棄物のデータ

受入内容　可燃系混合廃棄物
　　　　　（木くず、紙くず、 繊維くず、
　　　　　　プラスチック等の混合物）
受入期間　平成24年6月8日から
　　　　　平成25年6月7日まで（1年間）
搬入総量　754.22トン
　　　　　（通常の一般廃棄物の24日分）
搬入台数　181台（1日1台搬入）
　　　　　（1回平均4.17トン）
搬送距離　直線で435km
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災害廃棄物受け入れから丸1年がたって今

被災地との間に生まれた交流
広がる「きずな」

　

昨
年
12
月
２
日
に
開
催
さ
れ

た
第
１
回
中
之
条
ま
ち
な
か
５ 

時
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
。
災
害

廃
棄
物
の
受
け
入
れ
が
縁
と
な

り
宮
古
市
役
所
チ
ー
ム
「
が
ん

ば
っ
ぺ
す
！
み
や
こ
」
が
参
加

し
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

写
真
は
、
宮
古
市
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
み
や
こ

ち
ゃ
ん
」
。
会
場
で
は
大
人
気

で
記
念
撮
影
の
列
が
並
び
大
活

躍
で
し
た
。

　

昨
年
の
7
月
15
日
、
華
道
家

の
前
野
博
紀
さ
ん
を
中
心
と
し

て
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
。
「
が
れ
き
」
を
使

っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
模
様

は
昨
年
の
広
報
8
月
号
で
お
伝

え
し
ま
し
た
が
、
ほ
か
に
も
吾

妻
東
部
三
か
町
村
と
宮
古
市
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
花
の
交
換

や
、
中
之
条
町
の
小
学
生
が
使

っ
て
い
る
も
の
と
同
じ
木
製
の

机
と
イ
ス
を
宮
古
市
の
施
設
へ

寄
贈
す
る
な
ど
、
心
温
ま
る
交

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
伊
勢
町
祇
園
祭
・
伊

勢
町
鳥
追
い
祭
で
は
、
役
員
の

伊
勢
若
本
部
と
各
町
内
の
若
衆

が
中
心
と
な
っ
て
募
金
を
お
願

い
し
、
１
２
４
、
７
８
４
円
も

の
温
か
い
気
持
ち
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
「
東
日
本
大

震
災
教
育
支
援
基
金
」
と
し
て

役
立
て
る
こ
と
に
な
り
、
代
表

者
が
宮
古
市
に
赴
き
直
接
関
係

者
に
手
渡
し
、
宮
古
市
長
か
ら

は
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
大

切
に
活
用
し
た
い
」
と
の
お
礼

の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
震
災
復
興
は
ま
だ
途
上
で
す
。

祭
り
で
は
今
年
も
募
金
活
動
を

行
う
と
の
こ
と
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
１
回
中
之
条

ま
ち
な
か
５
時
間

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

「
が
れ
き
」に
花
を

咲
か
せ
ま
し
ょ
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

伊
勢
町
祇
園
祭
・

鳥
追
い
祭
か
ら

宮
古
市
へ
義
援
金

災害廃棄物の受け入れをきっかけにいくつかの交流が生まれました。
私たちが宮古市から受け取ったものは「がれき」だけではありません。

そこに生まれた温かい「気持ち」や「きずな」を、同時に私たちは受け取りました。

花の交換では、吾妻からは「りんどう」が、宮古市からは「はまゆり」が送られました
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ュースと だいニュースとわだい

「さようなら中之条町、4年間ありがとう」～ＡＬＴが帰国します～

　4年間町の外国語指導助手（ＡＬＴ）として小・中学校で英語指導や国際理解に貢献してくれたマーガレット・スミス
さんが7月末に任務を終了し帰国します。在任中は、学校・地域の皆さんに大変お世話になりました。帰国を前にマーガ
レット先生からのお別れのあいさつです。

When I found out I would come to 
Nakanojo, I was very nervous. I had never 
been to Gunma, and didn't know what to 
expect. I was worried it would be difficult to 
live in such a rural place. But when I arrived 
here people were very friendly and kind, and 
soon I felt comfortable. Because of 
everyone’s kindness I fell in love with 
Nakanojo, and in the blink of an eye 4 years 
passed.  My memories of Isemachi Festival, 
school clubs, futsal at Isemachi gym, 
Machinaka Marathon, etc are my special 
treasures. I will never forget the wonderful 
memories I have made here. Thank you.

　私の配属が中之条町に決まったときは、とても不
安でした。群馬に来たこともなかったので、群馬が
どんな場所であるのか、想像がつきませんでした。
また、田舎暮らしは大変ではないかと心配もしまし
た。しかし、中之条町に来てみたら、町民の皆さん
は、とてもフレンドリーで優しかったので、私はす
ぐに安心できました。中之条町の皆さんのおかげ
で、私は中之条町が大好きになり、あっという間に
4年間が過ぎてしまいました。伊勢町祭り、学校の
部活動、伊勢町体育館でのフットサル、まちなかマ
ラソンなど、たくさんの思い出が私の宝物です。こ
の町で暮らした良き思い出を、私は一生忘れませ
ん。この4年間、いろいろなところで、大変お世話
になりました。ありがとうございました。

マーガレット・スミス

マーガレットさんの授業風景（中之条中学校）

（英文、日本文ともにマーガレットさんによるものです）
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地震防災・減災フォーラムｉｎ中之条
1500人が集い防災を考える

　6月9日、バイテック文化ホール（中之条町文化会館）で「地震防
災・減災フォーラムin中之条」が町と県主催、郡町村会後援、各関係
団体協力のもと開催されました。
　ホールでは、群馬大学理工学研究院准教授　金井昌信さんによる講
演が行われました。屋外では、消防や自衛隊などの特殊車両や体験車
両が集い、講演終了後には全員が見守る中での大規模訓練が行われ、
防災意識を高めました。

1．県防災ヘリ「はるな」による救助実演　
2．大規模地震が発生し、建物の倒壊・火災が起きたという想定
での警察、消防、消防団による救助・放水訓練　

3．吾妻広域消防本部による高所放水車両の搭乗体験　
4．金井昌信准教授による講演、演題は「今、求められる自主防
災活動～住民主体の土砂災害警戒避難体制づくり～」

5．防災ヘリを手を振って見送る参加者のみなさん

1

2

3

5

4
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ュースと だいニュースとわだい

地域の力で毎年開催　第13回赤坂ポピー祭り

クラシックカーラリーが
今年もミュゼにやって
来ました

　6月2日、大字赤坂地区では、恒例のポピー祭りが開催されま
した。主催は名久田13区。地域の人が力を合わせて一面にポピ
ーを咲かせるこのイベントも、今回で13回目となりました。当
日は綿菓子やポップコーンの無料配布、焼きそばやポピー種の
販売、そして餅つきと、盛りだくさんの内容でした。
　場所は区の公民館脇を上った斜面の畑。町内外を問わず人気
が高いこの催しに、当日はたくさんの人が訪れ、赤とピンクの
ポピーの海原の中で、花摘みを楽しみました。　

　6月8日、クラシックカー60台が、歴史と民俗の博物館
「ミュゼ」にやってきました。
　これは7日～9日にかけて開催された「2013スプレンド
ーレ伊香保（日本クラシックカーラリー選手権）」のチェ
ックポイントとしてミュゼが使用されたもので、今年で3
回目になります。
　当日は、中之条太鼓の皆さんによる勇壮な太鼓の音色で
お出迎え。ミュゼの前はもとより沿道にも沢山の観客が集
まり、車上から手を振る参加者に声援を送りました。 ミュゼのチェックポイントでは町長が中之条町をアピール



町民プール　安全性をさらに高めてオープンします

中之条町ふれあい町民プール
7月6日（土）オープン

　昨年、子どもがおぼれる事故が発生したため「中之条
町ふれあい町民プール事故対策検討委員会」を設置し、
より安全な管理運営方法を検討してきました。
　その結果を踏まえ、今年度からプールの監視業務と衛
生管理業務について、経験と実績のある事業者に委託す
ることで、より安全性を高めた運営体制としました。ま
た、事故防止のための安全指導や救助技術を学んだ有資
格者を管理者として常時配置することとしました。
　更に、幼児用プールと50mプールの間には、柵を設置
することで幼児の事故を防ぎます。
　安全で楽しいプール運営にご理解とご協力をお願いし
ます。

第27回親善バレーボールリーグ戦
4月21日に総合体育館で開催された大会の結果をお知らせします。（敬称略）
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中之条町ふれあい町民プールの全景

六合ふれあい屋内町民プール
7月20日(土）オープン

開場期間　7月6日（土）、7日（日）
　　　　　7月13日（土）～15日（祝）
　　　　　7月20日（土）～8月21日（水）
　　　　　8月24日（土）、25日（日）、31日（土）
※今年度より夏休み前後の平日は休館となります。　
開場時間　10時～17時
入 場 料　小・中学生　100円
　　　　　高校生以上　200円
　　　　　幼児・見学者　無料
　　　　　シーズン券　2,000円
　　　　　（小・中学生のみ）
問い合わせ
　教育委員会生涯学習課　社会体育係
　　　　　　　　　　　☎76・3111
　　　　　　　　　　担当　小池修司
　中之条町ふれあい町民プール
　　　　　　　　　　　☎75・2120

保護者のみなさんへお願い

開場期間　7月20日（土）～8月20日（火）
開場時間　10時～15時
　　　　　（12時～13時は昼食休館）
入 場 料　小・中学生　100円
　　　　　高校生以上　200円
　　　　　幼児・見学者　無料
問い合わせ
　六合支所　総務住民室
　　　　　　　　　☎95・3013
　　　　　　　　担当　山本章男
　六合ふれあい屋内町民プール
　　　　　　　　　☎95・5177

　子どもの安全性の確保を最優先に運営を行います
が、特に幼児プール利用のお子さんについては、保護
者のみなさんも目を離さずに監視をしてください。

Ａリーグ 優　勝　8×4
準優勝　Ｈｏｒｎｅｔ
3 　位　Ｎ，Ｙ，Ｐ
ＭＶＰ　田村和生（8×4）

Bリーグ 優　勝　Ｏｈ！渡
準優勝　森のくまちゃんズ
3　 位　ファブリーズ
ＭＶＰ　細野英貴（Ｏｈ！渡）
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　中沢富士さんは、ご自宅で娘さんと息子さんと暮らしてい
ます。
　とてもお元気で、昔の話をたくさん聞かせていただきまし
た。規則正しい生活を送っており、毎日、新聞や週刊誌を欠
かさず読んでいるそうです。

　6月7日、「群馬県親と子のよい歯のコンクー
ル」吾妻地区審査会が行われました。
　関美由紀さん・悠湊くん親子と、髙橋恵美さん・
小梅ちゃん親子が、町の代表として参加しました。
　審査の結果、関さん親子が最優秀賞となり、郡代
表として県大会に参加します。
　今年度から「母と子」から「親と子」に名称変更
し、お父さんも参加が可能になりました。
　対象は、前年度3歳児健診の受診者です。代表目
指して、家族みんなで歯の健康に取り組みましょ
う。

おめでとうございます
～満100歳を迎えました～

親と子のよい歯のコンクール　～吾妻地区審査会～

ュースと だいニュースとわだい

中沢富士さん（入山）
　大正2年6月1日生

髙橋恵美さん・小梅ちゃん親子 関美由紀さん・悠湊くん親子

中之条町の鳥追い行事　其の三 

　伊勢町下之町の鳥追い太鼓を新調した
時の写真です。太鼓には「昭和31年11
月3日」と刻まれていることから、その
当時の写真と思われます。

　「ミュゼ」では、町が誇る鳥追
い行事の歴史を追っています。そ
のため、写真や資料を探していま
す。お持ちの方は、ぜひ連絡をお
願いします。

問い合わせ
歴史と民俗の博物館「ミュゼ」
文化財保護係
☎75・1922

太鼓を囲む伊勢町鳥追い祭り関係者（場所は下之町）
斉藤和彦さん（伊勢町）提供

ゆうそう

こうめ
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　5月19日に前橋総合運動公園で開催された大会に、中之
条スポーツ少年団ソフトテニス部が参加しましたので、そ
の結果をお知らせします。（敬称略）

第30回関東・全日本小学生
ソフトテニス選手権大会
群馬県予選会

　中之条町の魅力をＰＲし、町民に親しまれるイメージキャラクターのデザインを募集します。応募者の
年齢、職業、居住地などは問いません。どなたでも応募可能です。ふるってご応募ください。

「中之条町イメージキャラクター」を募集します

低学年の部（4年生以下）
　優　勝　今泉菜々（中小）・竹和　凜（中小）ペア
高学年の部（5、6年生）
　第3位　竹和　華（中小）・保科知里（中小）ペア

※低学年のペアは関東大会に、高学年のペアは関東・全国大会に
　出場します。

　5月26日に小原崎テニスコートで開催さ
れた大会の結果をお知らせします。
（敬称略）

中之条ソフトテニス
ミックス大会

優　勝　剣持紗和・小杉謙一　組
準優勝　木暮　渉・一場文江　組
第3位　田村　晃・柳沢よし江　組

募集期間　8月1日（木）～10月31日（木）
賞　　金　最優秀賞　10万円　1点
　　　　　優 秀 賞　 2万円　3点
応募方法
　町ホームページから応募用紙をダウンロード
するか、事務局に問い合わせください。
　※詳細は中之条町ホームページに掲載する募
　　集要綱をご覧ください。
問い合わせ
　中之条町イメージキャラクター事務局
　（役場企画政策課　政策係）
　☎75・8802（直通）　　担当　桜井真理

着ぐるみも製作予定！
あなたの作ったキャラクターが、様々な
イベントで大活躍します。

～　町のイメージにぴったりの、すてきなキャラクターをお待ちしています　～
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からのお知らせ

平
成
25
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
が
決
定
し
ま
し
た

〜
今
年
度
か
ら
、
中
之
条
地
区
と
六
合
地
区
の
税
率
を
統
一
〜

国
民
健
康
保
険
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
に

　
合
併
経
過
措
置
の
終
了

　
町
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等

は
、
平
成
24
年
度
ま
で
は
、
中
之
条
地

区
と
六
合
地
区
に
お
い
て
別
々
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
合
併
に
よ
る
六
合
地
区
の

急
激
な
負
担
増
を
緩
和
し
、
平
成
24
年

度
ま
で
は
段
階
的
に
中
之
条
地
区
の
税

率
に
近
付
け
、
平
成
25
年
度
に
両
地
区

の
税
率
等
を
中
之
条
町
と
し
て
統
一
す

る
こ
と
と
し
た
、
合
併
に
伴
う
経
過
措

置
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
経
過
措
置
が
終
了
し
た
の
に
伴

い
、
平
成
25
年
度
の
中
之
条
町
の
国
民

健
康
保
険
税
の
税
率
等
を
、
下
の
表
の

と
お
り
改
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

　
中
之
条
町
の
国
民
健
康
保
険
の
財
政

運
営
は
安
定
し
て
お
り
、
医
療
分
の
所

得
割
を
据
え
置
き
、
資
産
割
・
均
等

割
・
平
等
割
は
引
き
下
げ
ま
し
た
。
後

期
高
齢
者
分
は
各
税
率
等
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
直
し
、
介
護
分
は
、
介
護
納
付
金

の
増
加
に
伴
い
所
得
割
・
均
等
割
・
平

等
割
が
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
軽
減
措
置
は
そ
の
ま
ま
継
続

　
低
所
得
者
へ
の
「
均
等
割
・
平
等

割
」
の
7
割
、
5
割
、
2
割
軽
減
は
、

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
保
険
年
金
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
小
池
宏
之

平成25年度　国民健康保険税の税率等

※国民健康保険税とは、「医療分」「後期高齢者分」「介護分」の3つを合算したものです。

平成25年度
中 之 条 町

5.10%

18.00%

21,000円

20,000円

1.70%

6.50%

6,900円

6,400円

2.10%

4.00%

8,500円

8,000円

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

平成24年度中之条町

六合地区　

5.10%

23.00%

22,600円

22,900円

1.65%

5.00%

6,800円

6,500円

1.55%

3.50%

6,600円

7,100円

中之条地区

5.10%

34.50%

23,600円

23,500円

1.65%

7.50%

7,000円

6,600円

1.65%

5.25%

7,100円

7,800円

医
　
療
　
分

後
期
高
齢
者
分

介
　
護
　
分
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からのお知らせ

　
8
月
1
日
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
」
が
更
新
さ
れ
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
対
象
者
に
は
緑

色
の
封
筒
に
入
れ
て
、
7
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
な
お
、
世
帯
に
後
期
高
齢

者
医
療
に
加
入
す
る
人
が
2
人
以
上
い

る
場
合
は
、
一
つ
の
封
筒
に
複
数
人
分

を
同
封
し
て
郵
送
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
ま
で
の
保
険
証
は
8
月
以

降
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
役
場
に

返
還
す
る
か
、
自
分
で
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
保
険
年
金
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
森
田
久
美

　
六
合
支
所
　
総
務
住
民
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
豊
田
ひ
と
み

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
が

更
新
さ
れ
ま
す

8
月
1
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
に

　
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
場
合
や

病
院
に
入
院
し
た
場
合
、
医
療
費
や

食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
費
用
を
減
額
す
る
に
は
、
申
請
に
よ

っ
て
「
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

①
70
歳
未
満
の
国
保
加
入
者

②
70
歳
か
ら
74
歳
の
国
保
加
入
者
で
、

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の
人

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

で
、
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の
人

軽
減
内
容

　
世
帯
の
住
民
税
課
税
状
況
に
応
じ

て
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
額
が
限
度

額
ま
で
に
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の

人
は
、
入
院
時
の
食
事
代
と
、
療
養

病
床
入
院
時
の
食
費
と
居
住
費
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

※
限
度
額
や
軽
減
額
の
詳
細
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法

　
役
場
住
民
福
祉
課
保
険
年
金
係
ま
た

は
六
合
支
所
総
務
住
民
室
へ
申
請
し
て

「
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
、
医
療
機

関
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
減
額
認
定
証
（
更
新
の
場
合
）

そ
の
他

　
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
も
、

7
月
末
で
認
定
が
切
れ
ま
す
。
引
き
続

き
減
額
制
度
を
希
望
す
る
場
合
は
8
月

末
ま
で
に
更
新
申
請
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
保
険
年
金
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
山
田
秀
隆

　
六
合
支
所
　
総
務
住
民
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
澤
や
す
子

高
額
な
外
来
診
療
や
入
院
時
の
負
担
を

減
額
す
る
「
認
定
証
」
の
申
請
を

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
人
へ

郵送される新しい保険証の色は薄い緑色です。
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からのお知らせ

福
祉
医
療
費
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
町
と
県
が
支
払
い
ま
す

年
金
保
険
料
免
除

の
申
請
は

毎
年
必
要
で
す

国
民
年
金

　
「
福
祉
医
療
費
制
度
」
は
、
中
学
校

卒
業
ま
で
の
子
ど
も
や
、
重
度
心
身
障

害
者
・
障
害
児
、
母
子
家
庭
・
父
子
家

庭
の
親
と
子
に
対
し
、
保
険
対
象
と
な

る
医
療
費
の
う
ち
、
本
来
な
ら
自
己
負

担
と
な
る
額
を
、
町
と
県
と
で
支
払
う

制
度
で
す
。

　
受
給
対
象
者
は
次
の
要
件
に
該
当
す

る
人
で
す
。
該
当
し
て
い
る
の
に
「
受

給
資
格
者
証
」
（
ピ
ン
ク
の
カ
ー
ド
）

が
交
付
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
役
場
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
】

　
生
ま
れ
て
か
ら
中
学
校
を
卒
業
す
る

年
の
3
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も

※
通
常
は
、
出
生
届
ま
た
は
転
入
届
提

出
時
に
「
受
給
資
格
者
証
」
（
ピ
ン

ク
の
カ
ー
ド
）
を
交
付
し
ま
す
。

【
重
度
心
身
障
害
者
・
障
害
児
】

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
を
持
ち
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
障
害
基
礎
年
金
の
1
級
を
受
け
て
い

る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
1
級
、
2
級
を

持
っ
て
い
る
人

・
療
育
手
帳
の
Ａ
判
定
を
受
け
て
い
る

人
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
1
級
を
受
け

て
い
る
人

【
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
】

　
母
子
・
父
子
家
庭
の
親
と
子
ど
も
、

お
よ
び
両
親
の
い
な
い
子
ど
も

※
子
ど
も
の
年
齢
18
歳
ま
で
が
該
当
で

す
（
今
年
度
中
に
18
歳
に
な
る
場
合

は
、
来
年
3
月
31
日
ま
で
該
当
）
。

※
母
子
・
父
子
家
庭
は
、
親
と
子
ど
も

の
所
得
税
額
が
3
万
円
の
限
度
額
を

超
え
る
場
合
は
該
当
に
な
り
ま
せ

ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

【
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
】

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課　
子
育

て
支
援
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
山
田
行
徳

　
六
合
支
所　
総
務
住
民
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
山
本
章
男

【
重
度
心
身
障
害
者
・
障
害
児
】

【
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
】

　
役
場
住
民
福
祉
課　
福
祉
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

    　
　
　
　

        

担
当　
篠
原
義
和

　
六
合
支
所　
総
務
住
民
室

   　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当　
中
澤
や
す
子

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
、
所
得
審
査
な
ど
を

受
け
る
こ
と
で
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
制
度
や
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
の
承
認

期
間
は
、
毎
年
6
月
で
切
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
引
き
続
き
希
望
す
る
場
合
は
、

忘
れ
ず
に
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
一
部
、
継
続
申
請
の
該
当
に
な
っ
て

い
る
た
め
再
申
請
が
必
要
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課　
保
険
年
金
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
森
田
久
美

「受給資格者証」（色はピンク）
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介
護
保
険
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
時
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
っ

た
費
用
の
ほ
か
、
「
食
費
」
や
「
居
住

費
」
、
「
日
用
品
費
」
な
ど
の
負
担
が

生
じ
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
「
食
費
」
と
「
居
住
費
」

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
世
帯
全
員
の

住
民
税
が
非
課
税
の
場
合
、
申
請
に
よ

っ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
施
設
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）

・
介
護
老
人
保
健
施
設

・
介
護
療
養
型
医
療
施
設

・
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

申
請
方
法

　
役
場
住
民
福
祉
課
ま
た
は
六
合
支
所

に
、
介
護
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法

　
該
当
す
る
場
合
は
「
介
護
保
険
負
担

限
度
額
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
７

月
中
に
利
用
施
設
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

継
続
利
用
者
の
更
新
手
続
き

　
現
在
の
認
定
証
は
6
月
末
が
有
効
期

限
で
す
。
7
月
以
降
も
継
続
利
用
を
希

望
す
る
場
合
は
、
7
月
31
日
（
水
）
ま

で
に
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課　
介
護
保
険
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
0
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
本
多
美
穂

　
六
合
支
所　
総
務
住
民
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当　
中
澤
や
す
子

介
護
保
険
施
設
を
利
用
し
た
時
の

食
費
・
居
住
費
を
減
額
し
ま
す

世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税
の
場
合
に
該
当

　
法
務
省
主
唱
の
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
が
、
7
月
を
強
化
月
間
と

し
て
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
で
63
回
目
を
迎
え
る
こ
の
運
動

は
、
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
に
す
べ

て
の
人
が
理
解
し
協
力
し
て
く
れ
る

よ
う
啓
発
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
中
之
条
町
推
進
委
員
会
」

で
は
、
今
年
の
運
動
の
重
点
事
項
を

次
の
2
点
と
し
ま
し
た
。

①
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に
つ
い
て

の
協
力
の
拡
大

②
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く
り

に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進

　
保
護
司
会
や
更
生
保
護
女
性
会
を
中

心
に
、
区
長
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
で
、
パ
レ
ー
ド
開
催
を
は
じ

め
と
し
た
広
報
活
動
や
募
金
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
9

更
生
保
護
女
性
会
で
は
、

「
折
り
紙
コ
マ
」「
し
お
り
人
形
」

「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」
を
配
布

　　
幼
稚
園
児
に
「
折
り
紙
コ
マ
」
、
小

学
生
に
「
し
お
り
人
形
」
、
中
学
生
に

「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」
を
配
布
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
品
に
は
、
人
を
大
切

に
す
る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を

実
施
し
ま
す

罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
の
た
め
尽
力
す
る
保
護
司
の
み
な
さ
ん
を
中
心
に

「介護保険負担限度額認定証」

「『仲よくね！』一人のいじめもださないで」の標語が
書かれたしおり人形と折り紙コマは会員の手作り
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夏
休
み
中
の
幼
稚
園
を
開
放
し
ま
す

子
育
て
支
援
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

在
園
児
だ
け
で
な
く
、
未
就
園
児
も
利
用
で
き
ま
す

子
育
て
の
疑
問
や

心
配
は
、
相
談
員

に
相
談
を

役
場
内
に
専
門
員
を
配
置

　
こ
ど
も
未
来
課
に
は
、
子
育
て
に
関

す
る
専
門
の
相
談
員
が
い
ま
す
。
ち
ょ

っ
と
し
た
心
配
ご
と
で
も
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
内
容
に
よ
っ
て

は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
し
ま

す
（
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
）
。

相
談
員
　
佐
藤
友
子

相
談
内
容

子
育
て
を
す
る
上
で
、
日
ご
ろ
気
に
な

っ
て
い
る
こ
と
や
心
配
な
こ
と

相
談
方
法

・
来
所
相
談
（
役
場
会
議
室
で
伺
い
ま

す
。
電
話
予
約
が
必
要
で
す
）

・
電
話
相
談
（
原
則
と
し
て
月
・
水
・

金
曜
日
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

・
訪
問
相
談
（
保
護
者
の
要
望
に
よ
り

訪
問
し
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課
　
子
育

て
支
援
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
千
登
世

園開放
（在園児・未就園児）

※保護者同伴でお出かけください
《日時》

7/26(金)　9:30～11:30
※8/21(水)中之条中学校吹奏楽部コンサート予定

《内容》
幼児教育相談・パネルシアター・
絵本の読み聞かせ　等

《日時》
7/23（火）・8/22（木）　9:30～11:30

《内容》
未就園児を対象に読み聞かせ・
紙芝居・幼児教育相談　等

《日時》
7/23（火）・7/30（火）　9:30～11:30

《内容》
幼児教育相談・絵本貸し出し・パネル
シアター・絵本の読み聞かせ　等

《日時》
8/8（木）　9:30～11:30

《内容》
未就園児を対象に子育て
支援センターで受け入れ

預かり保育
（在園児）

《日時》
8/20(火)、22（木）
9:30～11:30

《日時》
7/26（金）・8/8（木）
9:30～11:30

《日時》
7/25（木）・7/31（水）
8/7（水）・8/20（火）
9:30～11:30

《日時》
夏休み中（必要に応じて）

未就園児
（緊急時、園行事以外の日）

図書貸し出し・図書コーナー
開放（在園児・未就園児）

※保護者同伴でお出かけください
《日時》

7/26(金)・7/31(水)・
8/5(月)
8:30～9:30

《日時》
7/23（火）～8/8（木）
（土・日曜日を除く）
※8/9（金）は返却のみ
9:30～10:30
《日時》

7/23（火）～8/9（金）
（土・日曜日を除く）
※8/20（火）は返却のみ

9:30～11:00
《日時》

7/29(月)・8/5(月)・
8/19（月）
9:30～10:30

園庭開放

なし

なし

夏休み中
毎日

8/8（木）
10:30～
11:30

※中之条幼稚園、沢田幼稚園は延長預かり保育を実施しているため、園庭の開放は行いません。
問い合わせ　中之条幼稚園　☎75・2428　沢田幼稚園　　☎75・2007
　　　　　　名久田幼稚園　☎75・3425　六合こども園　☎80・7221

夏休み中の幼稚園の開放内容

中
之
条
幼
稚
園

沢
田
幼
稚
園

名
久
田
幼
稚
園

六
合
こ
ど
も
園
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ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
む

じ
」
の
小
規
模
店
舗
へ
の
出
店
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
つ
む
じ
全
体
の
調
和
を
尊
重
し
、
柔

軟
な
発
想
と
起
業
意
欲
を
持
っ
た
人
、

地
域
の
商
店
街
の
活
性
化
に
熱
意
を
持

っ
て
取
り
組
め
る
人
を
歓
迎
し
ま
す
。

【
募
集
店
舗
の
概
要
】

募
集
数  

2
店
舗
（
約
17
㎡
）

※
営
業
時
間
内
に
随
時
見
学
く
だ
さ

い
。

店
舗
構
造　
木
造
平
屋
建
て

家
賃
等　
月
額
2
万
円
、
共
益
費
5
千

円
、
そ
の
他
保
証
金
、
水
道
光
熱
費
等

契
約
期
間　
平
成
27
年
6
月
末
ま
で

営
業
時
間　
10
時
か
ら
23
時
以
内

応
募
方
法　
出
店
希
望
申
込
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
て
役
場
観
光
商
工
課

（
つ
む
じ
内
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
の
入
手
方
法
は
、
観
光
商

工
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　
7
月
22
日
（
月
）
ま
で
の

申
し
込
み
分
を
取
り
ま
と
め
、
書
類
・

面
接
審
査
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
観
光
商
工
課　
観
光
係
（
ふ
る

さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
む
じ
」
内
）

　
　
　
☎
2
6
・
7
7
2
7
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当　
宮
﨑
毅
一
郎

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
む
じ
」

小
規
模
店
舗
出
店
希
望
者
募
集

募
集
は
2
店
舗
、
起
業
意
欲
の
旺
盛
な
人
を
待
っ
て
い
ま
す

　
サ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
に

よ
る
農
作
物
や
家
屋
侵
入
の
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
も
捕
獲
隊
に
よ
る
被
害
軽
減
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
銃
猟
免

許
・
わ
な
免
許
を
取
得
し
て
自
己
防

衛
す
る
と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣
駆
除

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
町
で
は
狩
猟
免
許
取

得
費
用
の
一
部
（
手
数
料
相
当
分
）

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
積
極
的

に
免
許
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　
20
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。
受
験

希
望
者
は
、
役
場
農
林
課
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
わ
な
猟
の
試
験
】

日
程
①　
9
月
8
日
（
日
）

会　
場　
県
庁

申
込
期
限　
8
月
29
日
（
木
）

日
程
②　
平
成
26
年
2
月
6
日
（
木
）

会　
場　
農
林
大
学
校

申
込
期
限　

平
成
26
年
1
月
27
日

（
月
）

【
銃
猟
免
許
の
試
験
】

日　
程　
9
月
10
日
（
火
）

会　
場　
渋
川
合
同
庁
舎

申
込
期
限　
8
月
30
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
農
林
課　
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
2
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
安
原
克
規

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

免
許
取
得
費
用
の
一
部
を
補
助

試
験
は
第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟
・
わ
な
猟
の
３
種

つむじの小規模店舗の様子

捕獲用のわな　動物の足を捕らえる
ために地中に埋めて使用します

オリを使う場合も免許が
必要です
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Information

情報
イベントやスポーツ大会、
職員募集などの

　
6
月
か
ら
、
町
の
特
定
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
の
内
容
を
変
更

し
、
申
請
回
数
の
制
限
を
な
く
し

ま
し
た
。

　
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
環
境
課
　
健
康
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
3
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
寛
子

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
　

た
っ
た
ひ
と
つ
で
　
守
れ
る
命
」

　
7
月
11
日
（
木
）
か
ら
20
日

（
土
）
ま
で
の
10
日
間
、
県
民
交

通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
夏
は
例
年
、
交
通
事
故
が
多
発

す
る
季
節
で
す
。
気
を
引
き
締
め

て
更
な
る
安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
群
馬
県
産
木
材
「
ぐ
ん
ま
優
良

木
材
」
を
構
造
材
ま
た
は
内
装
材

に
使
用
し
て
、
県
内
に
自
分
の
居

住
用
の
住
宅
を
建
築
ま
た
は
リ
フ

ォ
ー
ム
す
る
場
合
に
、
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
額
は
、
最
高
1
0
0
万
円

で
、
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
に

補
助
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
品
質
認
証
セ

ン
タ
ー

☎
0
2
7
・
2
6
6
・
8
2
2
0

　
町
で
は
、
平
成
26
年
4
月
に
採

用
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

・
一
般
事
務
、土
木
技
師
　若
干
名

・
保
育
士
　
　
　
　
　
　
若
干
名

受
験
資
格

・
一
般
事
務
、
土
木
技
師

　
昭
和
58
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
等
を
卒
業
し
て
い
る
人
、
ま

た
は
平
成
26
年
3
月
に
卒
業
見
込

み
の
人
。

・
保
育
士

　
昭
和
49
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
お
よ
び
幼

稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
か
平

成
26
年
3
月
に
取
得
見
込
み
の

人
。

試
験
日
・
内
容

▽
一
次
試
験
　
9
月
22
日
（
日
）

・
一
般
事
務
、
土
木
技
師
（
職
員

と
し
て
必
要
な
一
般
的
教
養
・

知
識
・
知
能
に
つ
い
て
の
択
一

試
験
）

・
保
育
士
（
保
育
士
と
し
て
必
要

な
専
門
的
知
識
・
技
術
な
ど
の

能
力
に
関
す
る
択
一
試
験
）

▽
二
次
試
験
　
10
月
下
〜
11
月
上

旬
・
面
接
試
験
・
作
文
試
験
・
身
体

検
査

（
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知
）

会
　
場

▽
一
次
試
験
　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化

ホ
ー
ル
（
中
之
条
町
文
化
会

館
）
会
議
室

▽
二
次
試
験
　
中
之
条
町
役
場
　

申
込
方
法

　
「
申
込
用
紙
」
は
、
役
場
総
務

課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
は
7
月
1
日
（
月
）
か

ら
8
月
9
日（
金
）ま
で
の
、
8
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
（
土
曜

日・日
曜
日・祝
日
は
除
き
ま
す
）。

　
郵
便
で
の
申
し
込
み
は
簡
易
書

留
で
8
月
9
日
（
金
）
の
消
印
ま

で
有
効
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課
　
行
政
係

　
☎
7
5
・
8
8
0
6
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
水
出
浩
之

　
共
同
募
金
会
で
は
、
皆
さ
ん
か

ら
お
預
か
り
し
た
貴
重
な
募
金

を
、
地
域
で
有
効
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
地
域
住
民
が
中

心
と
な
っ
て
行
う
事
業
に
対
し
て

助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
事
業
　
地
域
の
子
育
て
世
代

を
支
援
す
る
事
業
、
障
害
の
あ
る

人
や
家
族
が
抱
え
る
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
事
業
、
地
域
の
課
題

に
取
り
組
む
事
業
な
ど

対
象
団
体
　
福
祉
分
野
で
活
動
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
任
意
団
体

申
請
期
限
　
8
月
30
日（
金
）ま
で

限
度
額
　
1
団
体
5
万
円
ま
で

事
業
実
施
　
平
成
26
年
度

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
県
共
同
募
金
会
中
之
条
町
支
会

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
9

「
ぐ
ん
ま
の
木
」で
家
づ
く

り
支
援
　
1
0
0
万
円
を

上
限
に
補
助

夏
の
交
通
安
全
運
動

7
月
11
日
〜
20
日

中
之
条
町
職
員

採
用
試
験

共
同
募
金
地
域
配
分

申
請
団
体
募
集

職
員
募
集

募
　
集

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

申
請
回
数
の
制
限
を

な
く
し
ま
し
た

行
　
政

歩行者の横断にも気を付けましょう



Information

　
　
　
　

日
　
時
　
7
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
8
時
30
分
集
合

集
合
場
所
　
役
場
ま
た
は
六
合
支

所内
　
容
　
芳
ヶ
平
湿
原
周
辺
（
渋

峠
〜
芳
ヶ
平
湿
原
〜
白
根
山
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
）
を
自
然
環
境
調
査
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
案
内
し
ま
す
。

〔
所
要
時
間
　
約
4
時
間
〕

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
保
険

料
等
）

定
　
員
　
40
名
（
先
着
順
）

持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
防
寒

着
、
雨
具
な
ど

申
込
方
法
　
7
月
12
日
（
金
）
ま

で
に
事
務
局
ま
で
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
芳
ヶ
平
湿
原
周
辺
の
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
を
実
現
す
る
会
事
務

局
（
役
場
企
画
政
策
課
　
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
推
進
室
）

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
7

　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
澤
昌
彦

【
今
後
の
予
定
】

第
2
回
自
然
観
察
会

日
　
程
　
8
月
24
日
（
土
）

内
　
容
　
渋
峠
〜
芳
ヶ
平
湿
原
〜

大
平
湿
原
〜
平
兵
衛
池
・
大
池
・

水
池
〜
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
公
園

〔
所
要
時
間
　
約
6
時
間
〕

第
3
回
自
然
観
察
会

日
　
程
　
9
月
21
日
（
土
）

内
　
容
　
白
根
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
〜

芳
ヶ
平
湿
原
〜
白
根
山
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス

〔
所
要
時
間
　
約
4
時
間
〕

※
第
2
回
、
第
3
回
に
つ
い
て
は

改
め
て
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

日
　
時
　
8
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
8
時
15
分
〜
17
時

集
合
場
所
　
役
場
ま
た
は
六
合
支

所内
　
容
　
野
反
湖
で
自
然
生
物
観

察
と
薪
割
り
、
火
お
こ
し
、
飯
ご

う
炊
飯
体
験

対
　
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
　
員
　
15
組
・
60
人（
先
着
順
）

参
加
費
　
一
人
　
1
、
0
0
0
円

（
保
険
料
等
）

持
ち
物
　
長
靴
、
川
遊
び
が
で
き

る
仕
度
、
雨
具

申
込
方
法
　
7
月
25
日
（
木
）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
林
課
　
林
業
係
（
こ
ど

も
イ
ベ
ン
ト
事
業
担
当
）

　
☎
7
5
・
8
8
1
2
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
安
原
克
規

　
中
之
条
山
の
会
の
会
員
が
案
内

す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

　
昨
年
の
安
達
太
良
山
登
頂
に
続

き
、
日
本
百
名
山
に
も
数
え
ら
れ

る
会
津
磐
梯
山
（
1
、
8
1
9
メ

ー
ト
ル
）
で
す
。

日
　
時
　
7
月
28
日
（
日
）
　

　
　
　
　
4
時
役
場
出
発

場
　
所
　
福
島
県
　
会
津
磐
梯
山

参
加
費
　
5
、
5
0
0
円
（
バ
ス

・
諸
費
用
代
）

募
集
人
員
　
40
名
（
先
着
順
）

申
込
方
法
　
7
月
10
日
（
水
）
の

7
時
か
ら
中
之
条
山
の
会
事
務
局

で
受
け
付
け
ま
す
。
（
電
話
で
の

受
付
は
で
き
ま
せ
ん
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
の
会
事
務
局
　
長
谷
川
商
店

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
2
7
4
1

　
昨
年
度
好
評
だ
っ
た
「
文
化
財

連
続
講
座
」
を
今
年
度
も
開
催
し

ま
す
。

　
中
之
条
町
文
化
財
専
門
委
員
会

委
員
等
を
講
師
と
し
て
、
専
門
的

な
見
地
か
ら
中
之
条
町
の
地
区
別

文
化
財
を
解
説
し
ま
す
。

　
な
お
、
4
回
以
上
の
出
席
者
に

は
修
了
証
を
、
皆
勤
者
に
は
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

会
　
場
　
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

「
ミ
ュ
ゼ
」
研
修
室

受
講
料
　
無
料

定
　
員
　
30
名

日
　
程
　
別
表
の
通
り（
全
5
回
）

時
　
間
　
13
時
30
分
〜

（
1
時
間
程
度
）

申
込
方
法
　
7
月
5
日
（
金
）
の

9
時
か
ら
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
先
着
順
）
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
「
ミ
ュ

ゼ
」

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
9
2
2
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博
物
館
ミ
ュ
ゼ
に
よ
る

「
町
の
文
化
財
」連
続
講
座

野
反
湖
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

探
索
と
飯
ご
う
炊
飯
体
験

中
之
条
山
の
会
に
よ
る

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

第
1
回
芳
ヶ
平
湿
原
周
辺

自
然
観
察
会

芳ヶ平の自然を満喫しましょう

野反湖に生息するサンショウウオ

昨年の町民ハイキング　安達太良山より

日　程

7月13日（土）

7月20日（土）

7月27日（土）

8月17日（土）

8月24日（土）

　講師

唐澤定市

剣持千秋

黒岩　勇

唐沢姫雄

田村正勝

　　　　タ　イ　ト　ル

「沢渡の画像板碑からみた阿弥陀信仰」

「初代群馬県令楫取素彦と中之条町」

「民具資料からみた六合の歴史（生活）」

「五反田の歴史」

「名久田の文化財と歴史散歩」
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「
音
楽
の
絵
本
」

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

中
之
条
高
校
図
書
館一般

開
放

催
　
し

　
中
之
条
大
学
で
は
、
地
元
の
作

家
を
講
師
に
迎
え
た
毎
年
恒
例
の

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時　
7
月
28
日
（
日
）

①
午
前
の
部　
9
時
〜
12
時

②
午
後
の
部　
13
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
16
時
30
分

場
　
所　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ

対
　
象　
幼
児
・
児
童
と
そ
の
親

内
　
容　

①
齋
木
三
男
さ
ん
に
よ
る
「
石
に

名
前
を
彫
っ
て
み
よ
う
」
（
レ

リ
ー
フ
）

②
水
野
暁
さ
ん
に
よ
る
「
『
ぼ
く

ら
の
自
然
』
を
描
こ
う
」
（
水

彩
画
）

費
　
用　
親
子
一
組
各
5
0
0
円

定
　
員　
各
先
着
10
組

申
込
方
法　
7
月
8
日
（
月
）
10

時
か
ら
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
こ
の
事
業
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
中
之
条
町
推
進
委

員
会
と
の
共
催
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
大
学
事
務
局
（
中
央
公

民
館
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
3

日
　
時　

・
種
ま
き　
8
月
23
日
（
金
）

　
9
時
30
分
〜
（
1
時
間
）

・
鉢
上
げ　
9
月
12
日
（
木
）　

　
11
時
〜
（
1
時
間
）

会
　
場　
県
立
中
之
条
高
等
学
校

内
　
容　
吾
妻
地
域
の
美
し
い
街

づ
く
り
と
環
境
整
備
を
推
進
す
る

た
め
、
中
之
条
高
等
学
校
の
生
徒

に
よ
る
種
ま
き
と
鉢
上
げ
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
育
苗
し
た
苗

は
参
加
者
が
持
ち
帰
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
植
栽
を
し
て
も
ら
い

ま
す
。

対
　
象　
吾
妻
郡
内
に
居
住
す
る

人定
　
員　
20
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

費
　
用　
無
料

申
込
方
法　
7
月
31
日
（
水
）
ま

で
に
役
場
農
林
課
ま
た
は
中
之
条

土
木
事
務
所
で
申
込
用
紙
を
受
け

取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
土
木
事
務
所
企
画
調
査

係
　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
0
4
7

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
画
像
の
編

集
や
、
16
ミ
リ
映
写
機
の
操
作
技

術
を
学
ぶ
講
習
会
で
す
。

日
　
時　
7
月
25
日
（
木
）
・

　
　
　
　
　
　
26
日
（
金
）

　
　
　
　
9
時
〜
16
時
30
分

会
　
場　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
学
習
セ

ン
タ
ー
（
Ｏ
Ａ
学
習
室
）

対
象
者　
郡
内
在
住
者
お
よ
び
教

職
員
・
社
会
教
育
関
係
団
体
な
ど

定
　
員　
15
名

参
加
費　
無
料

内
　
容

①
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
操
作
と
画
像
編
集

②
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
製
作
技
術
の
講
習

③
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習

※
16
ミ
リ
映
写
操
作
講
習
を
受
講

す
る
と
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
技

術
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

申
込
期
限　
7
月
12
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
4
7
0
0

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
富
澤

　
金
管
五
重
奏
の
ズ
ー
ラ
シ
ア
ン

ブ
ラ
ス
と
弦
楽
四
重
奏
の
弦
う
さ

ぎ
が
織
り
な
す
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
初
め
て

触
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
、
音
楽
室

が
懐
か
し
い
大
人
ま
で
楽
し
め
ま

す
。

日
　
時　
8
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
14
時
開
演

場
　
所　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー

ル
（
中
之
条
町
文
化
会
館
）

料
　
金　
1
、
5
0
0
円

※
3
歳
未
満
の
膝
上
鑑
賞
は
、
保

護
者
1
名
に
つ
き
1
名
は
無
料

チ
ケ
ッ
ト
販
売　
保
健
セ
ン
タ

ー
、
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
、
つ
む
じ
、

バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
、
六
合

支
所

問
い
合
わ
せ　
　

　
役
場
保
健
環
境
課　
環
境
衛
生

係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）　

　
☎
7
5
・
8
8
3
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
山
田
克
仁

　
毎
年
恒
例
の
図
書
館
開
放
を
行

い
ま
す
。
農
業
・
園
芸
・
工
学
関

係
の
書
籍
が
特
に
充
実
。
絶
版
に

な
っ
た
貴
重
な
本
も
多
数
あ
り
ま

す
。

開
放
日　
7
月
22
日
（
月
）
〜
26

日
（
金
）
、
29
日
（
月
）
、
30
日

（
火
）
、
8
月
1
日
（
木
）
、
2

日
（
金
）

時
　
間　
9
時
〜
12
時
、

　
　
　
　
13
時
〜
15
時

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

図
書
、
雑
誌
、
新
聞
の
閲
覧
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
図
書
の
貸
し
出

し
（
1
人
3
冊
、
2
週
間
）

利
用
方
法　
正
門
か
ら
入
り
、
必

ず
校
内
事
務
室
で
受
け
付
け
を
し

て
か
ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
貸
し
出
し
に
は
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
、
学
生
証
な

ど
）
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

県
立
中
之
条
高
等
学
校

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
4
5
5

　
　
　
　
　
　
司
書　
丸
山
さ
ん

花
の
ゆ
り
か
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

視
聴
覚
機
材
操
作
講
習
会

中
之
条
大
学

親
子
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

楽しい動物たちの演奏です

齋木三男さん 水野　暁さん



Information

～中之条町の石碑～

秋山道地蔵峠の石佛
ぶつ

ふるさと
再発見
〈210〉

　
「
中
之
条
そ
ば
健
」
（
高
橋
達

人
会
長
）
は
、
そ
ば
で
町
お
こ
し

を
し
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
団
体

で
、
現
在
町
内
で
手
打
ち
そ
ば
を

提
供
す
る
9
店
舗
が
加
盟
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
町
の
新
名
物
「
高
野

長
英
そ
ば
」
を
考
案
し
、
7
月
13

日
（
土
）
か
ら
加
盟
各
店
舗
で
提

供
を
始
め
ま
す
。

　
そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
高
野
長
英

そ
ば
」
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

日
　
時
　
7
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
〜
15
時

会
　
場
　
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ

ー
「
つ
む
じ
」
　
つ
む
じ
ホ
ー
ル

内
　
容

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　

　
あ
な
た
の
ソ
バ
が
い
い
ラ
イ
ブ

・
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
先
着
1
0
0
名
に
じ
ゃ
が
い
も

1
袋
（
13
時
30
分
か
ら
整
理
券
を

配
付
）

問
い
合
わ
せ

　
吾
妻
路
（
高
橋
達
人
）

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
5
7
5

「
高
野
長
英
そ
ば
」
と
は
？

　
幕
末
の
蘭
学
者
・
高
野
長
英

は
、
天
明
の
大
飢
饉
の
際
に
、
荒

廃
地
で
も
栽
培
で
き
る
「
そ
ば
と

じ
ゃ
が
い
も
」
の
存
在
を
中
之
条

町
で
知
り
、
そ
れ
ら
を
「
救
荒
二

物
考
」
で
江
戸
に
紹
介
し
た
こ
と

で
飢
饉
を
救
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
縁
を
き
っ
か
け
に
各
店
舗

で
そ
ば
と
じ
ゃ
が
い
も
を
使
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し

ま
し
た
。
二
つ
の
素
材
が
織
り
成

す
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョン
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
加
盟
各
店
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
之
条
そ
ば
健
加
盟
店

吾
妻
路
、
は
や
し
や
、
か
ご
や
、

朝
日
座
食
堂
、
か
よ
う
亭
、
そ
ば

処
け
や
き
、
よ
し
の
や
、
中
島

屋
、
寿
屋
旅
館
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秋
山
道
は
、
越
後
と
信
州
に
跨
が
る
秋
山
郷
か

ら
、
野
反
を
経
て
、
草
津
温
泉
へ
至
る
山
道
の
こ

と
で
す
。
越
後
塩
沢
の
文
人
鈴
木
牧
之
の
紀
行
文

『
秋
山
紀
行
』
と
『
北
越
雪
譜
』
は
、
豪
雪
に
耐

え
て
生
き
ぬ
く
秋
山
の
厳
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
を
方

言
、
習
俗
、
地
理
、
産
業
な
ど
に
亘
っ
て
、
こ
と

細
か
く
記
録
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
「
上
野
国

の
草
津
へ
こ
の
秋
山
か
ら
行
っ
た
り
来
た
り
す
る

こ
と
、
そ
の
山
道
の
険
し
い
こ
と
狩
人
仲
間
だ
け

の
道
で
、
普
通
の
人
達
は
、
と
て
も
通
る
こ
と
な

ど
思
い
も
よ
ら
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
越
後
魚
沼
郡
反
里
口
の
富
豪
根
津
仁
右
衛
門
は

「
和
光
原
か
ら
秋
山
ま
で
、
往
古
よ
り
の
山
稼
ぎ

道
を　
直
せ
ば
、
凶
作
の
と
き
に
相
方
立
ち
越
し
、

露
命
を
繋
ぎ
、
ま
た
、
病
苦
の
者
が
草
津
へ
湯
治

に
行
く
折
は
大
い
に
助
け
に
な
る
。
」
と
言
っ
て

私
財
を
投
じ
十
八
年
の
歳
月
を
掛
け
て
、
越
後
反

里
口
か
ら
十
八
里
の
野
反
湖
ま
で
道
普
請
を
行
っ

て
い
ま
す
。
嘉
永
五
年
、
仁
右
衛
門
は
、
十
日
町

の
親
類
岡
田
寛
蔵
と
共
に
世
話
人
と
な
り
、
和
光

原
の
山
本
源
十
郎
、
山
田
弥
平
次
、
山
本
嘉
衛
門
、

長
平
の
本
多
重
郎
兵
衛
を
世
話
人
と
す
る
入
山
と

の
間
に
約
定
書
を
交
わ
し
、
道
普
請
の
入
用
金
と

し
て
金
四
十
両
を
出
役
の
代
り
に
入
山
が
出
金
す

る
と
い
う
協
力
を
取
り
付
け
、
翌
嘉
永
六
年
六
月

普
請
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。
仁
右
衛
門
は
、
自

宅
近
く
の
田
圃
の
脇
に
、
1
・
3
m
程
の
細
長
い

天
然
石
に
「
道
供
養
」
と
彫
っ
た
石
碑
を
建
て
て
、

道
の
安
全
を
祈
願
し
て
い
ま
す
。

　
地
蔵
峠
は
、
こ
の
秋
山
道
を
野
反
湖
か
ら
1
・

5
㎞
入
っ
た
所
で
、
白
砂
山
へ
の
登
山
道
が
右
に

分
岐
し
て
長
野
県
と
の
境
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
こ
に
石
佛
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

昔
岩
菅
参
り
が
あ
っ
た
頃
、
岩
島
の
人
が
、
岩
菅

信
仰
か
ら
石
佛
を
彫
っ
て
、
岩
菅
山
頂
に
祀
ろ
う

と
、
毎
年
少
し
づ
つ
運
ん
だ
が
、
地
蔵
峠
ま
で
運

ん
だ
と
こ
ろ
で
不
思
議
な
こ
と
に
足
が
出
な
い
。

そ
こ
で
「
こ
こ
に
祀
れ
」
と
い
う
知
ら
せ
で
あ
ろ

う
と
言
っ
て
地
蔵
峠
に
安
置
し
た
と
い
う
の
で
あ

り
ま
す
。

　
石
佛
の
座
高
80
㎝
、
幅
28
㎝
で
、
像
の
背
面
に

は
頓
誉
浄
光
禅
門
、
歓
誉
妙
円
禅
尼
、
法
誉
真
性

信
女
と
三
人
の
法
名
が
並
び
、
そ
の
下
に
爲
菩
提

と
あ
り
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
人
の
供
養
に
彫
っ
た

石
佛
と
思
わ
れ
ま
す
。
佛
像
に
造
詣
の
深
い
方
に

お
聞
き
し
ま
す
と
、
宗
教
的
理
念
を
象
徴
す
る
と

い
わ
れ
る
「
印
」
を
結
ん
だ
両
手
の
組
み
方
や
、

頭
部
の
髪
の
様
式
が
螺
髪
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
法

名
の
特
徴
な
ど
か
ら
、
浄
土
宗
の
本
尊
阿
弥
陀
佛

で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
ま
す
。
地
蔵
峠
に
祀
ら
れ
て

い
る
の
で
大
概
の
人
が
お
地
蔵
さ
ん
だ
と
思
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
幕
末
の
重
臣
小
栗
上
野
介
は
官
軍
に
捕
ら
え
ら

れ
、
非
業
の
最
後
を
遂
げ
ま
す
が
、
小
栗
夫
人
は
、

妊
娠
六
ヶ
月
の
身
重
で
権
田
の
侍
に
護
ら
れ
、
逃

避
潜
行
し
て
入
山
和
光
原
の
山
田
弥
平
次
宅
に
辿

り
付
き
、
三
泊
し
て
い
ま
す
。
義
気
に
厚
い
弥
平

次
は
、
直
ち
に
強
靱
な
村
の
も
の
五
人
と
組
ん
で
、

小
栗
夫
人
を
病
人
駕
籠
で
担
い
だ
り
、
農
具
の
竹

籠
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
、
背
負
っ
た
り
と
峻　
難

路
で
知
ら
れ
る
秋
山
越
え
に
挑
み
、
魚
野
川
に
降

り
着
い
た
所
で
、
林
平
茶
屋
に
一
泊
し
、
命
懸
け

で
和
山
温
泉
ま
で
送
り
届
け
、
会
津
へ
の
逃
亡
脱

出
を
助
け
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
小
栗
夫
人
は
こ

の
石
佛
に
亡
き
夫
の
冥
福
を
祈
り
、
胎
内
に
宿
る

小
栗
の
忘
れ
形
見
と
共
に
、
無
事
に
遁
れ
ら
れ
る

よ
う
涙
な
が
ら
に
合
掌
し
て
い
ま
す
。

　
千
古
の
昔
よ
り
年
輪
を
積
み
重
ね
た
森
森
た
る

大
樹
の
下
に
温
か
い
眼
指
し
で
ひ
っ
そ
り
と
静
座

す
る
石
佛
は
、
人
の
心
を
強
く
引
き
付
け
、
昔
も

今
も　
路
難
澁
を
辿
る
旅
人
の
無
事
を
、
じ
っ
と

見
守
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

文
化
財
専
門
委
員　
山
田
武
俊

え
ち
ご

ま
た

ぼ
く
し

ほ
く
え
つ
せ
っ
ぷ

う
お
ぬ
ま
ご
う
り
そ
り
ぐ
ち

や
ま
か
せ

た
ん
ぼ

ま
つ

い
わ
す
げ

こ
ろ

ぼ
だ
い
の
た
め

こ
う
ず
け
の
す
け

ひ
ご
う

み
お
も

た
ど

ぎ　
き

き
ょ
う
じ
ん

り
ん
べ
いめ

い
ふ
く

の
が

し
ん
し
ん

も
と

ま
な
ざ

か　
ご

し
ゅ
ん
け
ん
な
ん

け
ん
ろ
な
ん
じ
ゅ
う

ろ

ぞ
う
け
い

い
ん

ら
ほ
つ

ろ
め
い

み
ち
ぶ
し
ん

か
ん
ぞ
う

げ
ん
じ
ゅ
う
ろ
う

や
へ
い
じ

か
え
も
ん

じ
ゅ
う
ろ
べ
え

つ
な

じ
ん
え
も
ん

わ
た

こ
う
ず
け
の
く
に

中
之
条
そ
ば
健

新
名
物
「
高
野
長
英
そ
ば
」

完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

試食段階の「高野長英そば」。最終的にどんなそばが
完成したかはお楽しみに。

き
き
ん

き
ゅ
う
こ
う
に

ぶ
つ
こ
う
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期
　
日
　
8
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
8
時
30
分
開
会

会
　
場
　
総
合
体
育
館

参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
の

家
庭
婦
人
に
よ
る
チ
ー
ム

申
込
方
法
　
事
務
局
に
用
意
し
て

あ
る
申
込
書
を
代
表
者
会
議
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

代
表
者
会
議
　
8
月
12
日（
月
）総

合
体
育
館
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
体
協
バ
レ
ー
部
事
務
局
（
吾

妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
2
0
9
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
関
さ
ん

期
　
日
　
7
月
21
日
・
28
日
・

　
　
　
　
8
月
4
日（
各
日
曜
日
）

会
　
場
　
中
之
条
球
場
ほ
か

申
込
方
法
　
監
督
会
議
に
参
加
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

監
督
会
議
　
7
月
8
日
（
月
）
の

18
時
30
分
か
ら
、
役
場
大
会
議
室

で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
体
協
野
球
部
事
務
局
（
役
場

総
務
課
）

　
☎
7
5
・
8
8
4
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
原
隆
一

　
町
と
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

で
は
、
健
康
づ
く
り
と
町
民
の
親

睦
の
た
め
、
町
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
　
日
　
8
月
10
日
（
土
）

会
　
場
　
町
民
運
動
場（
河
川
敷
）

参
加
資
格
　
町
内
在
住
の
人

申
込
締
切
　
7
月
22
日
（
月
）

代
表
者
会
議
　
7
月
24
日
（
水
）

の
14
時
か
ら
役
場
二
階
大
会
議
室

で
行
い
ま
す
。

※
オ
ー
ダ
ー
表
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
、オ
ー
ダ
ー
用
紙
は

役
場
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
六

合
支
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
「
社
会
体
育
行
事
一
覧
表
」
に

記
載
の
日
程
か
ら
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
環
境
課
　
環
境
衛
生

係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
山
田
克
仁

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
1

等
賞
金
は
3
億
円
で
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
売
期
間
　
7
月
10
日
（
水
）
〜

　
　
　
　
　
8
月
2
日
（
金
）

抽
選
日
　
8
月
13
日
（
火
）
　

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

第
42
回
家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
68
回
町
内
対
抗

野
球
大
会

第
35
回
町
民

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

2
0
0
0
万
サ
マ
ー

7
月
10
日
同
時
発
売

博物館企画展吾妻の野鳥Ⅱ
期間 平成25年7月1日（月）～8月31日（土）

問い合わせ　歴史と民俗の博物館「ミュゼ」☎75-1922
フクロウのはく製

（群馬県立自然史博物館所蔵）

　歴史と民俗の博物館「ミュ
ゼ」では、企画展「吾妻の野鳥
Ⅱ」を日本野鳥の会吾妻と共催
で開催します。
　吾妻の野鳥には、通年吾妻に
いる留鳥（スズメほか）、春に
来る夏鳥（ツバメなど）、秋に
来る冬鳥（ハクチョウなど）、
渡りの途中に通過する旅鳥、迷
い込んできた迷鳥などがいます。
　この企画展では、自然豊かな中之条盆地で四季折々にさえずる野鳥を、写真や
群馬県立自然史博物館から借りた40体余りのはく製を通して紹介します。

スズメのはく製（金井康様寄贈）

安心メール配信
「防犯・防災情報」「生活関連情報」を携帯電話等にメール配信
します。下のＱＲ（キューアール）コードを読み込んで何も入力
しない空メールを送り、案内に従って登録してください。QRコ
ードが読み込めない場合は、ml.town_nakanojo@e-park.ne.jp
にメールを送ってください。

問い合わせ 役場企画政策課
広報係
☎75－8846（直通）
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Information

　もうすぐ夏休みです。夏休み期間にあわせてスタンプカードを実施します。また、推薦図書コーナーを設置してい
ます。ぜひ、読書の世界をお楽しみください。

中之条町ツインプラザ図書館　☎76－3115

ひとことひとこと

【7月のお休み】（図書館）　1日、8日、16日、22日、23日、29日

【一般書】約120冊

【児童書】約80冊

今 月 の 新 着

　本当に必要な生活の知恵を、心と体を育む大
切な時期に身につけられるよう、掃除や洗濯、時
間の使い方など、それぞれの基本を紹介していま
す。子どもだけでなく大人にも役立つ一冊です。

『13歳からの　家事のきほん46』
アントラム栢木利美／著、海竜社
2013・4

この一冊

「ネコと歩けば」
「無力」
「ザ・ミッション」
「心」
「夢幻花」　

岩合　光昭
五木　寛之
山本　美香
姜　　尚中
東野　圭吾

「ざっそうの名前」
「おだんごだんご」
「ゆけ！ウチロボ！」
「かぼちゃごよみ」
「砂漠の大研究」

長尾　玲子
筒井　敬介
サト　シン
川原　田徹
片平　　孝

　ケヤキやイチョウ、ソメイヨシノなどの
身近な街路樹の知られざる横顔が、その
歴史やエピソード、人の暮らしとの深いか
かわりにふれながら紹介されています。

『街路樹を楽しむ15の謎』
渡辺一夫／著、築地書館、
2013・4

この一冊

材料

作り方

発酵食のレシピ●15

鰯3尾 / 漬け酢（甘酒1/2カップ、酢1/4カップ、塩5g）

鰯の酢麹漬け
いわし こうじ

①鰯は3枚におろして腹骨をすき取り、全体に薄く塩をまぶして（分量

外）冷蔵庫で30分寝かせる。

②①の鰯を取り出し、洗わずにキッチンペーパーで水けをふき取った

あと漬け酢に1日～2日漬けてできあがり。



歯科治療に恐怖心を
持たないために
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健 康
HEALTH

診療所だより 健
康
チ
ェ
ッ
ク

7月の当番医

7日㈰
（５９）３０１０
（９７）３８００

内科

外科
夜間

東吾妻町診療所
桜井クリニック

21日㈰

（６４）２１３６
（９７）３０２０

内科

外科
夜間

四万診療所
嬬恋村診療所

（６８）２７１１日赤
28日㈰

（６８）２１０３
（８８）７６１１

内科

外科
夜間

加地医院
草津温泉松岡医院

（７５）３０５５吾妻さくら

（６８）２７１１日赤 （８３）７１１１西吾妻福祉病院（７５）３０５５吾妻さくら
14日㈰

（６８）０３５５
（８８）４３２１

内科

外科
夜間

くりはら医院
草津こまくさ病院 15日㈷

（７５）３３５０
（８５）２２５９

内科

外科
夜間

田島病院
長野原診療所

7月　六合診療所　外来診療医師

出張診療（括弧内は担当医師）

3日
10日
17日
24日
31日

田代原（高瀬）
小　雨（高瀬）
赤　岩（高瀬）
小　雨（高瀬）
田代原（高瀬）

午　前

赤　岩（高瀬）
広　池（高瀬）
休み

湯久保（高瀬）
赤　岩（高瀬）

午　後

月に１度は、保険証の提示をお願いします。
住民健診の結果をお持ちの人は、ご持参ください。

2120
休診休診高瀬山本藤原休診午前

休診休診休診休診午後

休診

休診 休診休診

191615 1817

休診高瀬午前

午後

藤原

休診休診休診

3029 31

2827
休診休診山本藤原高瀬午前

休診休診

休診

休診 休診休診休診午後

262322 2524
高瀬

休診

日土金木水火月

休診午前

休診午後

76

　

歯
科
治
療
は
、
歯
を
削
る
音
、

振
動
、
匂
い
、
薬
品
の
味
な
ど
、

不
快
な
も
の
ば
か
り
で
す
の
で
、

恐
怖
心
が
先
立
ち
、
ひ
ど
く
な
る

と
心
理
的
な
ケ
ア
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
患
者
さ
ん

の
ス
ト
レ
ス
が
最
小
限
に
な
る
よ

う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
努
力

を
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
の
場
合
は
、
恐
怖
心

が
強
い
の
で
、
緊
急
の
場
合
を
除

い
て
、
少
し
ず
つ
治
療
環
境
に
慣

れ
さ
せ
る
事
が
大
事
で
す
。

　

歯
科
が
嫌
い
に
な
ら
な
い
最
良

の
方
法
は
、
歯
を
削
る
、
歯
を
抜

く
と
い
う
治
療
を
な
る
べ
く
受
け

な
い
事
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
が
必
要

で
す
。
セ
ル
フ
ケ
ア
も
大
切
で
す

が
、
自
己
流
に
陥
ら
な
い
た
め
に

は
、
定
期
的
な
医
療
機
関
で
の
専
門

的
な
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
で
す
。
小
さ

い
頃
か
ら
、
予
防
で
通
院
し
て
い
れ

ば
、
歯
科
医
院
に
対
し
て
の
恐
怖
心

も
軽
減
さ
れ
、
生
涯
続
く
口
の
健
康

維
持
の
基
礎
が
作
ら
れ
ま
す
。

　

口
の
病
気
の
多
く
は
、
自
然
に
治

る
事
が
少
な
く
、
ど
う
し
て
も
歯
科

医
院
で
の
治
療
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
恥
ず
か
し
い
と
か
、

み
っ
と
も
な
い
な
ど
の
否
定
的
な
考

え
は
持
た
な
い
事
が
重
要
で
す
。
そ

し
て
、
勇
気
を
も
っ
て
、
歯
科
医
院

を
訪
れ
、
治
療
に
入
る
前
に
担
当
医

と
相
談
し
て
み
て
下
さ
い
。
お
互
い

に
信
頼
関
係
が
築
け
れ
ば
、
治
療
に

向
け
て
一
歩
前
進
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

六
合
診
療
所　
歯
科　
　
林
豊

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

14131211108 9

休診

休診

5

休診

高瀬

4

休診

山本

3

休診

休診

2

休診

藤原

１

休診

高瀬

〈当番医受診上の注意〉
・診療時間は9時から17時です。できるだけ時間内に受診し
 てください。
 それ以外の時間は、休日夜間当番病院で受診してください。
・急患のための当番医制度ですので、緊急患者以外の受診は
 ご遠慮ください。
・在宅待機のため、原則として往診はしません。
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※健康診査と予防接種の日程は、27ページ7月の行事をご覧ください。

相談内容（相談員）
相談ガイド

日　　　時 会　　　場 問い合わせ

中之条町保健センター
（保健環境課健康係）
☎75-8833

中之条町保健センター

健康
相談

法律
相談

毎月の法律相談
（町顧問弁護士） 役場第2会議室

7月11日（木）
13時～17時
（予約制、前日12時までに予約）

人権
相談

前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

前橋地方法務局
中之条支局

毎週木曜日
13時30分～16時
（祝日は除く）

常設人権相談
（人権擁護委員）

町地域包括支援センター
☎75-8835役場住民福祉課7月11日（木）

9時30分～11時、14時～16時

役場総務課法制係
☎75-8806

役場第2会議室
7月16日（火）
13時～15時
※相談は無料で秘密は固く守られます。

行政相談
（行政相談委員）

年金相談 役場住民福祉課保険年金係
☎75-8819役場第3会議室7月10日（水）

9時30分～16時（当日受付順）（社会保険労務士、年金事務所職員）

町社会福祉協議会
☎75-8839役場第2会議室

7月1日（月）・16日（火）
8月1日（木）
13時～15時

心配ごと相談
（民生児童委員、主任児童委員）

介護相談
（地域包括支援センター職員）

地域包括支援センター六合
☎95-5711六合保健センター7月11日（木）

14時～16時

毎週木曜日
9時～11時

健康相談
（保健師、栄養士）

毎週木曜日
13時～16時

母と子の健康相談
（保健師、栄養士）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303六合支所7月26日（金）

14時～（予約制）

こころの健康相談
（精神科医師）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303吾妻保健福祉事務所7月12日（金）

14時～（予約制）

郡消費生活センター
（文化会館内）

平日
8時30分～16時

毎日の相談
（消費生活コンサルタント・
消費生活専門相談員）

消費
生活
相談

郡消費生活センター
☎75-1166
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
5
月
中
の
届
出
）

広報等への掲載を
希望しない人は
届け出等の際、窓口で
その旨お話しください。

■人口と世帯（住民基本台帳による）
17，870
8，672
9，198
6，933

人

人

人
世
帯

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（ 　　 　 ）

人　口

男

女

世帯数
（　）内　前：前月比　後：前年同月比

平成２5年6月１日現在

窓口窓口

ー29

ー60

31

149

４.

2.

2.

10.

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
5
月
中
の
届
出
）

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

上 ・ 下 水 道 料

固 定 資 産 税

町 県 民 税

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（給与からの特別徴収）

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●
●

●

●

●

●
●

●
●
●

◎

◎

◎

◎
◎

◎

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●

●

●

●

●
●

●

●
●
●
●
●
●
●

●
●
● ●

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●
●
●
●
●
●

●
●

●

●

年間の納め（25年度）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

住民福祉課、税務課、会計課の窓口業務は１８：１５まで行っています。なお、取扱いできない業務もありますので、担当課まで問い合わせてくださ
い。
普通徴収とは、納付書または口座振替によって納める方法です。年金からの特別徴収とは、年金より天引きで納める方法です。給与からの特別徴
収とは、給与より天引きで納める方法です。なお、納め方は納税通知書や保険料額決定通知書に記入してあります。詳しくは、税務課まで問い合わ
せください。

※住民基本台帳法の改正に伴い、平成２４年８月１日現在から外国人を含んでいます。

Nk327
長方形

Nk327
テキストボックス
「お誕生欄」は印刷版の広報に掲載しています。

Nk327
長方形

Nk327
テキストボックス
「おくやみ欄」は印刷版の広報に掲載しています。
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月の行事

自動車教習所　　　　　　　　　　　☎７５-２５７０
教習所の休所日休

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　　　　 ☎７５-１９２２
博物館の休館日

休

バイテック文化ホール 　　　　　　　☎７５-５１７４
文化会館の休館日休

◇博物館ミュゼへ
・報賞状（昭和19年/群馬県地方木材㈱中之条出張所宛）
　ほか6点
・ひょうそく（高坏型）ほか2点
・ムササビ（剥製）

桑原郁夫様（中之条町）
片貝敏夫様（中之条町）
松岡孝治様（上沢渡）

ご寄付ありがとうございました

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

7
（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

8月1日（木）　博物館休館日、
　　　　　　子宮がん検診、乳腺・甲状腺がん検診
　　　　　　（13時15分～13時45分、六合保健センター）　　
※各種相談日の日程は、25ページ相談ガイドをご覧ください。

休

休

休

休

休

休休

休休

休

休

休

休

4か月児健診（受付：13時～13時15分）
6か月児相談・ＢＣＧ接種（受付：13時30分～13時45分）
胃がん検診・大腸がん検診（7時～9時、保健センター）

予防接種（四種混合）（受付：12時50分～13時20分）
予防接種（日本脳炎1期追加）（受付：13時30分～14時）

1歳6か月児健診（受付：13時15分～13時45分）
胃がん検診・大腸がん検診（7時～9時、保健センター）

予防接種（小児肺炎球菌）（受付：13時～13時30分）

第68回町内対抗野球大会（中之条球場ほか）
中之条大学　親子のワークショップ（9時～、13時30分～、ツインプラザ）
中之条山の会　町民ハイキング（会津磐梯山）

子宮がん検診（13時15分～13時45分、保健センター）

胃がん検診・大腸がん検診（7時～9時、保健センター）

公共料金納期限

中之条大学　第8回寄席ついんぷら座（14時～、ツインプラザ）
住民健診（受付：9時～11時・13時30分～15時30分、保健センター）
胃がん検診・大腸がん検診（7時～9時、保健センター）
子宮がん検診、乳腺・甲状腺がん検診（13時15分～13時45分、保健センター）

六合ふれあい屋内町民プールオープン（～8月20日）
第1回芳ヶ平湿原周辺自然観察会（入山地区）

第68回町内対抗野球大会（中之条球場ほか）

2歳児歯科健診（受付：13時15分～13時30分）
2歳6か月児フッ素塗布（受付：13時45分～14時）

胃がん検診・大腸がん検診（7時～9時、六合保健センター）
予防接種（日本脳炎1期追加）（受付：13時20分～13時50分）
予防接種（小児肺炎球菌）（受付：14時～14時30分）

胃がん検診・大腸がん検診（7時～9時、活性化センター）

9～10か月児健診（受付：13時15分～13時45分）

予防接種（ヒブ）（受付：12時30分～13時）

公共料金納期限

中之条町ふれあい町民プールオープン
（～8月31日 ※期間中の閉館日は9ページ参照）

住民健診（受付：9時～11時・
　　　　 13時30分～15時30分、ツインプラザ）

サマージャンボ宝くじ発売（～8月2日）
住民健診（受付：9時～11時・13時30分～15時30分、
　　　　 17時～19時、保健センター）

住民健診（受付：9時～11時・13時30分～15時30分、
　　　　 17時～19時、保健センター）

住民健診（受付：9時～11時・13時30分～
　　　　 15時30分、保健センター）

夏の県民交通安全運動（～20日）
住民健診（受付：9時～11時・
　　　　 13時30分～15時30分、保健センター）

「高野長英そば」完成記念イベント
（14時～、ふるさと交流センターつむじ）

海の日

町民ソフトテニス大会（町民運動場テニスコート）
フォトロゲイニング中之条
（10時～、中之条町農業公園(旧薬王園））

住民健診（受付：9時～11時・
　　　　 13時30分～15時30分、ツインプラザ）

予防接種（ヒブ）（受付：13時20分～13時30分）
住民健診（受付：9時～11時・
　　　　 13時30分～15時30分、ツインプラザ）

休休

休休

休

休休
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生きがいづくりで健康づくり
趣味 昧
～300サークルから3つの趣味を～

Tastes from300circles 問い合わせ　ツインプラザ内生涯学習課　社会教育係　☎７６ー３１１１

■ 『彦ベェ』フットサル

「新しくサークルを始めたい」
「会員を増やしたい」
そんなときは気軽に連絡ください

掲載希望団体
★随時募集中

「なかのじょう　花百景」募集中

野
反
湖
の
ノ
ゾ
リ
キ
ス
ゲ

　
中
之
条
町
の
花
の
見
ご
ろ
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　町では「なかのじょう　花百景」を編纂するため、皆さんから花の名所の情報を募集していま
す。また「花の写真コンクール」を開催中です。写真コンクールでは表彰を行い副賞も準備しま
す。応募方法の詳細は役場観光商工課（☎26・7727）へ問い合わせください。

　

3
0
0
種
類
の
高
山
植
物
が
み
ら
れ
る
野
反

湖
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
や
は
り
一
番
見
ご
た

え
が
あ
る
の
は
ノ
ゾ
リ
キ
ス
ゲ
で
す
。
写
真
の

富
士
見
峠
休
憩
舎
か
ら
野
反
湖
を
望
む
斜
面
が

キ
ス
ゲ
に
埋
め
尽
く
さ
れ
る
様
は
圧
巻
で
す
。

見
ご
ろ
は
7
月
上
旬
か
ら
中
旬
で
す
が
、
混
雑

す
る
た
め
朝
夕
の
時
間
帯
が
お
す
す
め
で
す
。

□代 表 者：山田和弥　　☎090-3404-6408
□活動日時：毎週水曜日19:00～21:00
□活動場所：伊勢町体育館
□会 員 数：約20名
□活動目標：フットサルを通じた仲間づくりと  
　健康増進を目的に活動しています。
□Ｐ　　Ｒ： 毎週水曜日の練習では、フット
サルの女子チーム「choco ca beat（チョ
コサビート）」と合同で基礎と試合形式の練
習をしています。20代から40代のメンバー
で活動していますが、一緒にエンジョイでき
るやる気のあるメンバーを募集します。
　新しくフットサルを始めたいという方も、
基礎からしっかりレッスンできます。
　また、ステップアップを目指したい方は、
やる気と活躍しだいで吾妻郡を本拠地とする
「ForcaCaneta（フォルサカネタ）」のメ
ンバーとして、県リーグ1部でのプレーも夢
ではありません。

No.91

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

～今後の予定～
・4月～来年3月　あがつまフットサルリーグ2013（2部）　
　試合日程・試合結果は、リーグのホームページに掲載中
　「 http://id27.fm-p.jp/33/futebol510 」




